


















































































































































（ 1 ）本居宣長全集第 9 巻（本居豊穎校訂、本居清造再校訂、昭和 2 年、吉川弘文館）

























































































































































































































○ 「浅茅が宿」: 落草（ぬすびと）、行李（にもつ）、落魄（おちぶれ）て、 
餬口（くちもらひ）、適間（たまたま）
○「吉備津の釜」：媒氏（なかうど）、渠（かれ）、他（かれ）
























（ 1 ）日本では禅問答の時に使われ、中国南宋『五灯会元 · 亡名古宿』中でも「いかに？どうして？」
の意味で使われている：「官人曰 :“ 忽然将一椀沙与上座 , 又作么生 ?” 曰 :“谢官人供养。”」。他に
「何をする？」という意味でも使われる。「分明向你道尔燄识，你作么生拟断他？」（唐裴休『伝
心法要』巻下）
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の名作『舞姫』『露団々』などは、「読本」が開いた芸術路線に沿いながら、西
洋文学の影響を受けて、得た成果である。
　前期読本作者の都賀庭鐘、建部綾足そして上田秋成などの作品の造形形式
は、後期読本の作者に大変大きな影響を与えた。日本の小説界ではこの時期、
中国白話小説への理解に変化があらわれた。近代になりヨーロッパの小説やそ
の理論に接するようになり、すぐに近代化へと舵を取っていったのである。こ
れらの意味から、前期読本作者は、中国白話小説の吸収や文学意識の形成とい
う点において、日本文学史上大変有意義な事を成したのである（ 1 ）。
　当該論文での引用文は以下の資料によった。
　『雨月物語』（中村幸彦代表編『上田秋成全集』第七巻、中央公論社、1990
年）。
　『孟子』（『諸子集成』1、上海書店出版社、1996年）。
　『老子』（『諸子集成』3、上海書店出版社、1996年）。
　司馬遷著『史記』、中華書局、1982年。
　班固著『漢書』、中華書局、1962年。
　孔穎達疏『尚書正義』、台湾中華書局、1944年。
　孔穎達疏『毛詩正義』、台湾中華書局、1944年。
　瞿佑著『剪灯新話』（古本小説集成）、上海古籍出版社、1957年。
　謝肇淛著『五雑組』、上海書店出版社、2001年。
　馮夢龍著『驚世通言』（中国和本大系）、江蘇古籍出版社、1991年。
　艾納居士著『西湖佳話等三種』（中国和本大系）、江蘇古籍出版社出版、1993
年。
 ―なかた　わかば・東洋大学法学部准教授―
（ 1 ）中村幸彦著『近世小説史』（『中村幸彦著述集　第四巻』、東京公論社、1987年）240頁
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『雨月物語』の叙述方法について〔中田　妙葉〕
